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議
案
概
要

《
報
告
を
受
け
た
案
件
》

○�

町
長
の
専
決
事
項
の
指
定
に
つ
い
て
の

報
告

　
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て（
１
件
）

○�

令
和
５
年
度
田
原
本
町
健
全
化
判
断
比

率
の
報
告

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
当
該
年
度
の
健
全
化

判
断
比
率
の
財
政
４
指
標
に
つ
い
て
、
実

質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
黒

字
で
該
当
せ
ず
、
ま
た
実
質
公
債
費
比
率

12
・
０
％
（
前
年
度
対
比
０・
４
ポ
イ
ン

ト
上
昇
）、
将
来
負
担
比
率
27・7
％
（
同

10
・
2
ポ
イ
ン
ト
低
下
）
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る

こ
と
を
報
告
す
る
も
の
。

○�

令
和
５
年
度
田
原
本
町
資
金
不
足
比
率

の
報
告

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
当
該
年
度
の
下
水
道

事
業
会
計
に
関
わ
る
資
金
不
足
は
生
じ
て

お
ら
ず
、
経
営
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て

い
る
こ
と
を
報
告
す
る
も
の
。

○
放
棄
し
た
債
権
の
報
告

　
令
和
５
年
度
に
放
棄
し
た
債
権
は
、
学

童
保
育
所
使
用
料
、
廃
棄
物
処
理
手

数
料
、
督
促
手
数
料
で
債
権
額
合
計

52
万
２
９
３
２
円
を
報
告
す
る
も
の
。

《
可
決
・
認
定
し
た
議
案
》

○�

令
和
６
年
度
田
原
本
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）（
全
員
賛
成
）

　
補
正
予
算
額
は
５
億
９
９
１
１
万
５
０

０
０
円
の
増
額
で
、
内
容
は
次
の
と
お
り
。

・�

行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
特
別

顧
問
に
係
る
経
費
、
令
和
５
年
度
決
算

が
確
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
繰
越
金
の

一
部
を
財
政
調
整
基
金
及
び
公
共
施
設

等
整
備
基
金
に
積
み
立
て
る
も
の
。

・�

田
原
本
小
学
校
石
綿
調
査
に
か
か
る
経

費
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、

中
央
体
育
館
に
審
判
台
等
を
導
入
す
る

た
め
の
経
費
。

　
令
和
６
年
田
原
本
町
議
会
「
第
３
回

定
例
会
」
を
９
月
２
日
か
ら
19
日
の
日

程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
日
に
は
高
江
町
長
か
ら
提
出
議

案
の
説
明
を
受
け
、
会
期
中
、
各
議
案

に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
を
行
い
ま
し

た
。

・�

減
債
基
金
を
活
用
し
、
町
債
の
一
部
を

繰
上
償
還
す
る
も
の
。

　
歳
入
補
正
は
、
地
方
交
付
税
、
繰
入
金
、

繰
越
金
等
。

　

地
方
債
補
正
は
、
小
学
校
改
修
事
業
、

臨
時
財
政
対
策
債
を
増
額
す
る
も
の
。

○�

田
原
本
町
議
会
議
員
及
び
田
原
本
町
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
報
の
発
行
に

関
す
る
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
田
原
本
町
議
会
議
員
及
び
田
原
本
町
長

の
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
の
政
見
等
を
選

挙
人
に
周
知
す
る
選
挙
公
報
の
発
行
に
関

す
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

〇�

田
原
本
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
及

び
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
賛
成
多
数
）

　
本
町
の
財
政
状
況
に
鑑
み
、
町
長
、
副

町
長
、
教
育
長
の
給
与
を
一
定
期
間
減
額

す
る
改
正
を
行
う
も
の
。

〇�

田
原
本
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
令

和
６
年
12
月
２
日
か
ら
被
保
険
者
証
が
廃

止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
。

〇�

田
原
本
町
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
つ

い
て
（
全
員
賛
成
）

　
土
地
開
発
公
社
の
主
要
事
業
で
あ
る
土

地
の
先
行
取
得
に
つ
い
て
の
有
効
性
や
効

果
が
薄
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
土
地
開
発
公

令和 6年
第 3回定例会

議会
だより

社
を
存
続
す
る
必
要
性
が
低
く
な
っ
た
こ

と
、
ま
た
、
土
地
開
発
公
社
運
営
に
係
る

本
町
の
事
務
負
担
軽
減
の
た
め
、
田
原
本

町
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
つ
い
て
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

〇�

奈
良
県
広
域
水
道
企
業
団
の
設
立
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て
（
全
員
賛
成
）

　
奈
良
県
広
域
水
道
企
業
団
の
設
立
に
関

し
、
関
係
地
方
公
共
団
体
と
奈
良
県
広
域

水
道
企
業
団
規
約
を
協
議
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

〇�

奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て
（
全
員
賛
成
）

　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
よ
り
、
現
行
の
被
保
険
者
証
が

令
和
６
年
12
月
２
日
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
所
要
の
変
更
を
行
う
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

〇�

令
和
５
年
度
田
原
本
町
各
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
（
賛
成
多
数
）

　
地
方
自
治
法
第
２
３
３
条
第
３
項
及
び

地
方
公
営
企
業
法
第
30
条
第
４
項
の
規
定

に
よ
り
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
け
て
議

会
の
認
定
に
付
す
も
の
。

　
委
員
７
名
で
構
成
さ
れ
る
決
算
審
査
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
各
会
計
決
算
に
つ

い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。（
決
算
の
詳

細
は
広
報
た
わ
ら
も
と
10
月
号
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
）
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《
適
任
と
し
た
人
事
案
件
》

〇�
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
推
薦
に
つ
き
議

会
の
意
見
を
聞
く
こ
と
に
つ
い
て
（
全

員
賛
成
）

氏
名　
田
部
井
紀
美
子
氏

任
期　
令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら

　
　
　
令
和
９
年
12
月
31
日

《
採
択
と
し
た
意
見
書
》

〇�

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
の

潜
在
的
な
患
者
に
対
す
る
適
切
な
対
応

を
求
め
る
意
見
書
（
全
員
賛
成
）

提
出
議
員　
古
立
憲
昭
議
員

《
総
務
文
教
委
員
会
審
査
の
状
況
》

質
問　
令
和
６
年
度
田
原
本
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て
、
審
判

台
を
導
入
す
る
理
由
、
町
の
負
担
は
。

回
答　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
Ｖ
リ
ー
グ
公
式

戦
用
の
審
判
台
が
必
要
で
あ
る
。
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
す
る
た
め
、
町
の

負
担
は
な
い
。

質
問　
田
原
本
町
議
会
議
員
及
び
田
原
本

町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
報
の
発
行

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
配
布
方
法
は
。

回
答　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
全
て

の
世
帯
に
対
し
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
ま
た
は

郵
送
に
よ
る
配
布
を
考
え
て
い
る
。

《
厚
生
建
設
委
員
会
審
査
の
状
況
》

質
問　
田
原
本
町
土
地
開
発
公
社
の
解
散

町
政
を

問

う

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
本
定
例
会
で
の
発
言

等
に
基
づ
い
て
、
各
議
員
の
責
任
に
よ
り

原
稿
の
提
出
を
受
け
た
も
の
で
す
。

植う
え
だ田　
昌ま
さ
た
か孝　
議
長　

　
今
期
定
例
会
で
は
、
奈
良
県
広
域
水
道

企
業
団
の
設
立
に
関
す
る
協
議
、
行
財
政

改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
特
別
顧
問
に
係

る
経
費
を
含
む
補
正
予
算
を
含
む
9
件
の

議
案
、
意
見
書
１
件
を
審
議
し
、
８
名
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
９
月
定

例
会
か
ら
議
決
結
果
賛
否
一
覧
の
公
表

を
始
め
ま
し
た
。
６
月
定
例
会
か
ら
は

Y
o
u
T
u
b
e
に
よ
る
一
般
質
問
の
録

画
配
信
も
始
め
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

町
議
会
初
の
試
み
と
し
て
、
一
般
参
加
者

に
よ
る
女
性
議
会
（
模
擬
議
会
）
の
開
催

に
向
け
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
議
会

だ
よ
り
が
発
行
に
な
る
頃
に
は
、
女
性
議

会
の
様
子
を
公
開
で
き
る
予
定
で
進
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

持も
ち
だ田　
尚な
お
あ
き顕　
議
員　

　
公
共
交
通
空
白
地
域
を
解
消
す
る
た
め
、

昨
年
の
11
月
か
ら
町
の
北
東
エ
リ
ア
の
地

域
を
対
象
に
、
26
ヵ
所
の
乗
降
場
所
を
設

平ひ
ら
た田　

昌ま
さ
た
か隆　

議
員　

 

　
定
例
会
（
第
3
回
）
に
お
い
て
、
一
般

質
問
で
は
、
①
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
採
用
に
つ
い
て
②
認
知
症
の
人
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
等

2
点
を
行
い
ま
し
た
。
①
に
つ
い
て
は
、

近
隣
市
町
村
の
活
用
事
例
な
ど
、
調
査
・

研
究
し
て
い
く
と
の
事
。
②
に
つ
い
て
は
、

認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
関
係
機
関
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
を
め
ざ
し
て
い
く
と
の
、
い
ず
れ

も
前
向
き
な
答
弁
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で

は
Ｒ
５
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
審
議
し
、

疑
問
点
な
ど
に
つ
い
て
質
問
。
す
べ
て
の

会
計
決
算
に
つ
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

藤ふ
じ
い井　

誠ま
さ
と人　

議
員　

　
提
案
型
一
般
質
問
２
点
①
使
え
る
粗
大

ご
み
の
再
利
用
で
、
循
環
型
社
会
を
先
導

す
る
リ
ユ
ー
ス
会
社
と
官
民
連
携
す
べ
き

と
提
案
。
連
携
は
早
速
開
始
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
学
校
統
廃
合
時
に
、
子
ど
も
達

が
長
年
使
い
続
け
て
き
た
思
い
出
の
あ
る

も
の
が
、
単
に
処
分
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

全
国
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
に
繋
げ
て

行
く
事
等
を
教
育
と
し
て
取
組
ん
で
は
？

と
提
案
。「
頂
い
た
他
の
施
策
と
も
か
け

算
し
て
、
積
極
的
に
行
い
た
い
」
と
町
長
。

粗
大
ご
み
受
付
に
電
子
申
請
＆
決
済
も
す

べ
き
と
提
案
、
検
討
す
る
と
答
弁
。

に
つ
い
て
、
解
散
す
る
理
由
は
。

回
答　
土
地
の
先
行
取
得
に
つ
い
て
の
有

効
性
や
効
果
が
薄
れ
た
こ
と
、
行
政
改
革

の
一
つ
と
し
て
内
部
事
務
の
効
率
化
・
適

正
化
の
た
め
解
散
す
る
。

質
問　
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
保
険

証
の
登
録
を
し
て
い
な
い
場
合
、
資
格
確

認
書
は
送
ら
れ
て
く
る
の
か
。

回
答　
令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
マ
イ
ナ

保
険
証
に
な
る
た
め
、
登
録
さ
れ
て
い
な

い
方
に
は
資
格
確
認
書
を
郵
送
す
る
。

　町議会ホームページでは、
町議会のしくみや会議録など
議会について情報発信してい
ます。過去の議会
だよりも見ること
ができます。

町議会ホームページを
ご覧ください

　令和 6 年 6 月定例会か
ら一般質問のインターネッ
ト録画配信（YouTube）
を開始しました。
QR コードから
ご覧ください。

一般質問の録画配信を
開始

＜令和６年第３回定例会＞　議決結果賛否一覧表
賛成は「〇」、反対は「×」、欠席は「欠」とします。　※議長（植田昌孝）は表決に加わりません。

議
決
結
果

岡
本
充
弘

杉
岡
雅
司

持
田
尚
顕

梅
谷
裕
規

平
田
昌
隆

藤
井
誠
人

梶
木
裕
文

村
上
清
司

安
田
喜
代
一

古
立
憲
昭

西
川
六
男

竹
邑
利
文

議第 31号 令和６年度田原本町一般会計補正予算（第４号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議第 32号 田原本町議会議員及び田原本町長の選挙における選
挙公報の発行に関する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議第 33号
田原本町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費
に関する条例及び教育長の給与、勤務時間その他の
勤務条件に関する条例の一部を改正する条例

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

議第 34号 田原本町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議第 35号 田原本町土地開発公社の解散について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議第 36号 奈良県広域水道企業団の設立に関する協議について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議第 37号 奈良県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議第 38号 人権擁護委員候補者推薦につき議会の意見を聞くこ
とについて 適任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認第１号 令和５年度田原本町各会計決算の認定について 認定 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

発議第４号 慢性閉塞性肺疾患（COPD）の潜在的な患者に対す
る適切な対応を求める意見書 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員名

議案名
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町
政
を

問

う

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
本
定
例
会
で
の
発
言

等
に
基
づ
い
て
、
各
議
員
の
責
任
に
よ
り

原
稿
の
提
出
を
受
け
た
も
の
で
す
。

植う
え
だ田　
昌ま
さ
た
か孝　
議
長　

　
今
期
定
例
会
で
は
、
奈
良
県
広
域
水
道

企
業
団
の
設
立
に
関
す
る
協
議
、
行
財
政

改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
特
別
顧
問
に
係

る
経
費
を
含
む
補
正
予
算
を
含
む
9
件
の

議
案
、
意
見
書
１
件
を
審
議
し
、
８
名
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
９
月
定

例
会
か
ら
議
決
結
果
賛
否
一
覧
の
公
表

を
始
め
ま
し
た
。
６
月
定
例
会
か
ら
は

Y
o
u
T
u
b
e
に
よ
る
一
般
質
問
の
録

画
配
信
も
始
め
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

町
議
会
初
の
試
み
と
し
て
、
一
般
参
加
者

に
よ
る
女
性
議
会
（
模
擬
議
会
）
の
開
催

に
向
け
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
議
会

だ
よ
り
が
発
行
に
な
る
頃
に
は
、
女
性
議

会
の
様
子
を
公
開
で
き
る
予
定
で
進
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

持も
ち
だ田　

尚な
お
あ
き顕　

議
員　

　
公
共
交
通
空
白
地
域
を
解
消
す
る
た
め
、

昨
年
の
11
月
か
ら
町
の
北
東
エ
リ
ア
の
地

域
を
対
象
に
、
26
ヵ
所
の
乗
降
場
所
を
設

　
②
学
校
や
公
共
施
設
の
カ
ギ
の
運
用
が

一
律
で
な
く
防
犯
面
や
防
災
等
の
緊
急
時

に
懸
念
が
あ
る
の
で
、
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク

の
導
入
を
提
案
。「
メ
リ
ッ
ト
は
多
々
あ

る
と
承
知
、
検
討
を
進
め
る
」
と
町
長
。

梶か
じ
き木　
裕ひ
ろ
ふ
み文　
議
員　

　

一
般
質
問
①
防
災
教
育
及
び
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
普
及
に
つ
い
て
。
②
県
道
大

和
高
田
桜
井
線
歩
道
整
備
に
つ
い
て
③
子

育
て
世
代
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
。

防
災
教
育
で
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
防
災
が

特
別
な
も
の
で
は
な
く
日
常
に
あ
る
こ
と

と
し
て
意
識
づ
け
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

防
災
知
識
の
普
及
の
取
り
組
み
と
し
て
中

学
生
に
む
け
た
「
防
災
小
説
」
の
取
り
組

み
や
、
防
災
と
ス
ポ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ

た
新
し
い
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
防
災

ス
ポ
ー
ツ
」
の
導
入
に
つ
い
て
質
問
。
子

育
て
世
代
の
負
担
軽
減
策
と
し
て
は
、
長

期
休
業
中
の
学
童
保
育
に
お
け
る
昼
食
に

つ
い
て
、
宅
配
弁
当
の
拡
充
や
給
食
の
提

供
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

村む
ら
か
み上　

清き
よ
じ司　

議
員　

　
石
川
県
で
は
１
月
の
地
震
で
甚
大
な
被

害
を
受
け
、
被
災
地
の
復
興
作
業
も
行
き

届
か
な
い
状
況
の
中
、
9
月
21
日
に
発
生

し
た
豪
雨
に
よ
り
、
河
川
氾
濫
に
よ
る
浸

水
や
土
砂
崩
れ
の
被
害
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。
さ
て
、
本
町
に
お
い
て
は
、
７
月
に

奈
良
県
に
お
け
る
貯
留
機
能
保
全
区
域
に

平ひ
ら
た田　
昌ま
さ
た
か隆　
議
員　

 

　
定
例
会
（
第
3
回
）
に
お
い
て
、
一
般

質
問
で
は
、
①
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
採
用
に
つ
い
て
②
認
知
症
の
人
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
等

2
点
を
行
い
ま
し
た
。
①
に
つ
い
て
は
、

近
隣
市
町
村
の
活
用
事
例
な
ど
、
調
査
・

研
究
し
て
い
く
と
の
事
。
②
に
つ
い
て
は
、

認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
関
係
機
関
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
を
め
ざ
し
て
い
く
と
の
、
い
ず
れ

も
前
向
き
な
答
弁
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で

は
Ｒ
５
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
審
議
し
、

疑
問
点
な
ど
に
つ
い
て
質
問
。
す
べ
て
の

会
計
決
算
に
つ
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

藤ふ
じ
い井　

誠ま
さ
と人　

議
員　

　
提
案
型
一
般
質
問
２
点
①
使
え
る
粗
大

ご
み
の
再
利
用
で
、
循
環
型
社
会
を
先
導

す
る
リ
ユ
ー
ス
会
社
と
官
民
連
携
す
べ
き

と
提
案
。
連
携
は
早
速
開
始
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
学
校
統
廃
合
時
に
、
子
ど
も
達

が
長
年
使
い
続
け
て
き
た
思
い
出
の
あ
る

も
の
が
、
単
に
処
分
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

全
国
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
に
繋
げ
て

行
く
事
等
を
教
育
と
し
て
取
組
ん
で
は
？

と
提
案
。「
頂
い
た
他
の
施
策
と
も
か
け

算
し
て
、
積
極
的
に
行
い
た
い
」
と
町
長
。

粗
大
ご
み
受
付
に
電
子
申
請
＆
決
済
も
す

べ
き
と
提
案
、
検
討
す
る
と
答
弁
。

け
、
軽
の
電
気
自
動
車
一
台
に
よ
る
乗
合

方
式
で
の
デ
マ
ン
ド
型
の
運
行
が
実
施
さ

れ
、
さ
ら
に
、
本
年
の
10
月
か
ら
、
町
の

南
東
及
び
南
西
エ
リ
ア
に
拡
大
し
、
新
た

に
19
ヵ
所
の
乗
降
場
所
が
追
加
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
は
、
利
用

者
数
は
少
数
で
ま
た
、
他
の
利
用
者
と
同

乗
す
る
相
乗
り
率
も
低
く
、
ま
だ
ま
だ
利

用
で
き
る
余
裕
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
積
極
的
な
周
知
や
利
用
者
の
意
向
を
把

握
す
る
な
ど
利
用
し
や
す
い
制
度
と
な
る

よ
う
取
り
組
み
を
行
い
、
利
用
促
進
を
図

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

梅う
め
た
に谷　
裕や
す
の
り規　
議
員　

　
3
点
を
一
般
質
問
し
ま
し
た
。

①
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
令
和
2
年
度
か

ら
5
年
間
、
総
額
約
2
億
5
千
万
円
を
費

や
し
て
い
ま
す
。
歩
く
こ
と
が
健
康
に
良

い
こ
と
は
理
解
し
ま
す
が
、
あ
ま
り
に
も

巨
額
な
事
業
費
で
す
。
来
年
度
か
ら
国
の

補
助
が
な
く
な
る
た
め
、
出
来
る
限
り
お

金
を
掛
け
な
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
の
検

討
を
質
し
ま
し
た
。
②
町
で
開
設
の
「
Ｆ

Ｍ
ま
ほ
ろ
ば
」
は
、
防
災
を
含
め
た
情
報

発
信
手
段
と
し
て
開
局
し
た
と
の
こ
と
で

す
の
で
、
平
常
時
か
ら
聴
取
し
て
い
た
だ

く
取
り
組
み
の
必
要
性
を
質
し
ま
し
た
。

③
特
別
支
援
教
育
の
中
で
こ
ど
も
支
援
員

と
担
任
教
諭
と
の
定
期
的
な
情
報
交
換
に

つ
い
て
具
体
的
に
進
め
る
よ
う
質
し
ま
し

た
。
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西
代
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
土
地
が
元
来

有
し
て
い
る
遊
水
機
能
（
貯
留
機
能
）
を

可
能
な
限
り
保
全
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
浸
水
被
害
の
拡
大
を
抑
制

す
る
効
用
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域
を

貯
留
機
能
保
全
区
域
と
す
る
制
度
、
遊
水

機
能
の
費
用
の
か
か
ら
な
い
田
ん
ぼ
ダ
ム

が
地
味
で
は
あ
る
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

安や
す
だ田　
喜き
よ
か
ず
代
一　
議
員　

　
町
小
中
学
校
施
設
再
配
置
検
討
特
別
委

員
会
で
は
、
3
校
統
合
校
の
開
校
時
期
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、「
令
和
10
年

度
開
校
」に
比
べ
て「
令
和
11
年
度
開
校
」

が
良
い
と
い
う
意
見
が
多
く
あ
り
、
選
定

理
由
と
し
て
は
、
令
和
10
年
度
に
お
い
て

屋
外
運
動
場
が
工
事
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

環
境
面
や
安
全
面
に
関
す
る
意
見
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
選
定

理
由
を
踏
ま
え
、
町
と
し
て
令
和
11
年
度

開
校
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
令
和

10
年
度
開
校
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
も
お

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
丁
寧
な
説
明
と

3
校
の
児
童
の
交
流
を
積
極
的
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

古ふ
る
た
て立　
憲の
り
あ
き昭　
議
員　

　
５
歳
児
健
診
に
つ
い
て
、
落
ち
着
き
が

な
い
、
周
囲
と
う
ま
く
関
わ
れ
な
い
な
ど

の
発
達
の
特
性
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
は
、

小
学
校
へ
の
就
学
後
は
、
環
境
に
適
応
で

き
ず
、
不
登
校
に
な
っ
た
り
、
問
題
行
動

を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
少

な
く
な
い
。
5
歳
児
健
診
に
よ
っ
て
、
そ

う
し
た
行
動
に
気
付
き
、
適
切
な
支
援
や

療
育
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
通
常
学
級
で
も
問
題

な
く
学
べ
る
よ
う
に
な
る
。
５
歳
児
健
診

を
導
入
し
た
自
治
体
で
は
不
登
校
が
減
っ

た
と
い
う
研
究
も
あ
る
の
で
、
５
歳
児
健

診
の
導
入
の
是
非
を
問
う
。
ま
た
、
日
常

的
に
家
族
の
世
話
や
介
護
を
担
う
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
対
応
を
問
う
。

西に
し
か
わ川　
六む
つ
お男　
議
員　

　
森
・
前
町
長
が
任
期
満
了
前
に
支
出
し

た
令
和
５
年
度
の
決
算
が
示
さ
れ
、
寺

田
・
元
町
長
の
最
後
の
平
成
27
年
度
に
は

8
・
35
％
あ
っ
た
町
の
お
金
の
ゆ
と
り
が
、

残
り
1
・
4
％
ま
で
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

公
表
さ
れ
て
い
る
令
和
４
年
度
決
算
に
当

て
は
め
る
と
、
県
下
39
市
町
村
の
中
で
御

所
市
に
次
ぐ
２
番
目
ま
で
悪
化
し
ま
し
た
。

借
金
の
割
合
も
寺
田
・
元
町
長
最
後
の
平

成
27
年
度
は
収
入
に
対
し
て
６・
０
％
で

し
た
が
、
森
・
前
町
長
任
期
満
了
前
の
令

和
５
年
度
に
は
12
・
0
％
と
２
倍
に
増
加

し
、
町
民
1
人
の
借
金
が
66
万
７
千
円
、

１
世
帯
当
た
り
１
５
４
万
８
千
円
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
借
金
は
だ
れ
が
返
す
こ
と

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

竹た
け
む
ら邑　
利と
し
ふ
み文　
議
員

　
①
自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
企
業
誘
致
に
よ
る

雇
用
の
受
皿
の
確
保
、
転
入
者
が
転
出
者

を
上
回
る
社
会
増
の
状
態
を
維
持
し
、
税

収
の
確
保
に
繋
が
る
効
率
的
な
債
権
回
収

に
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
滞
納
額

の
大
幅
減
、
町
税
徴
収
率
増
に
繋
が
っ
た
。

「
未
来
を
拓
く
行
革
～
幸
せ
を
感
じ
ら
れ

る
田
原
本
の
実
現
に
向
け
て
」、
下
水
道・

雨
水
貯
留
施
設
・
橋
梁
等
ハ
ー
ド
整
備
の

見
直
し
を
す
る
。
②
旧
第
一
体
育
館
は
秦

庄
及
び
旧
町
の
浸
水
被
害
解
消
の
為
雨
水

貯
留
施
設
を
整
備
す
る
方
針
。
③
南
小
の

門
扉
の
開
閉
が
困
難
の
為
、
開
閉
が
容
易

な
構
造
に
す
る
よ
う
に
早
急
な
対
処
を
求

め
た
。
以
上
一
般
質
問
し
た
答
弁
で
し
た
。

岡お
か
も
と本　

充み
つ
ひ
ろ弘　

議
員　

　

国
保
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、

虚
偽
の
届
け
出
を
し
た
場
合
や
保
険
税
の

滞
納
な
ど
で
被
保
険
者
証
を
返
還
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
を
削
除
し
、

罰
則
も
虚
偽
の
届
出
を
し
た
場
合
に
限
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
委
員
会
内
の

質
問
で
短
期
保
険
証
の
発
行
の
中
止
と
そ

の
代
替
案
と
し
て
特
別
療
養
費
の
支
給
に

変
更
と
の
答
弁
が
あ
り
、
そ
の
場
合
、
医

療
費
を
全
額
支
払
い
し
た
後
に
支
給
と
な

り
ま
す
。
町
で
は
国
や
県
の
指
針
が
示
さ

れ
て
か
ら
対
応
し
て
い
く
と
の
答
弁
。
被

保
険
者
証
廃
止
ま
で
残
り
２
ヵ
月
余
り
。

ス
ピ
ー
ド
を
持
っ
て
い
か
な
る
対
応
に
も

柔
軟
に
対
処
し
て
い
く
よ
う
注
視
し
て
ま

い
り
ま
す
。

杉す
ぎ
お
か岡　

雅ま
さ
じ司　

議
員　

　

一
般
質
問
で
「
ご
み
収
集
に
つ
い
て
」

「
小
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
」「
今

後
の
農
業
施
策
に
つ
い
て
」
質
問
。
そ
の

中
で
高
齢
、
障
害
等
の
理
由
に
よ
り
ご
み

を
集
積
場
ま
で
搬
出
す
る
こ
と
が
困
難
な

方
の
た
め
の
「
ふ
れ
あ
い
収
集
」
を
拡
充

す
る
答
弁
を
得
ま
し
た
。
ま
た
給
食
セ
ン

タ
ー
か
ら
提
供
す
る
米
飯
は
田
原
本
町
産

米
を
使
用
、
米
飯
を
週
４
回
に
増
や
し
、

ア
レ
ル
ギ
ー
を
有
す
る
児
童
に
つ
い
て
は
、

除
去
食
や
代
替
食
の
提
供
に
加
え
米
粉

1
0
0
％
の
パ
ン
を
検
討
し
て
い
く
答
弁

を
得
ま
し
た
。
ま
た
農
業
施
策
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
と

の
質
問
に
対
し
、
農
業
人
材
バ
ン
ク
事
業

を
検
討
す
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

議会を傍聴してみませんか
　次回定例会は、12 月上旬に
開催（予定）します。
問　議会事務局☎ 34-2119
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